
○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

単位：百万円

予
算
監
視
・
効
率

化
チ
ー

ム
の
所
見

○各国における国家戦略策定等の３Ｒ推進政策立案等を支援するため、アジア各国の低炭素・循環型社会構築の推進
プラットフォームとして、アジア３Ｒ推進フォーラムの設立を支援。
○アジア地域のＮＧＯ/ＮＰＯのアジア３Ｒ推進フォーラムへの参加を推進するアジア３Ｒ推進市民フォーラムの開催を支
援し、各国の政策立案への市民の参加を支援。
○３Ｒに関する国際的普及を目指した日本の経験等を紹介する広報資料を作成し、各国政府における３Ｒ実施への国
際普及啓発を推進。
○世界的な３Ｒの推進を支援するため、国連持続可能な廃棄物管理会議準備会合を開催。
○「南東・東アジア環境と保健に関する地域フォーラム」廃棄物作業部会の活動を支援・連携し、各国の事例に関する情
報共有や技術移転に関する研究推進、同作業部会の次期計画案の策定等を実施。
○３Ｒナレッジハブについて、アジア工科大学院と連携して、研究者コンテンツの拡充、３Ｒ廃棄物管理関連企業や有機
廃棄物の情報収集等による整備強化を実施。
○アジアにおける３Ｒ・資源循環研究ネットワークとして、国際共同研究ネットワークを構築し、資源循環に関する情報・
データ整備、国レベル及び地域横断的課題の評価を開始。
○ＵＮＥＰ資源パネル対応として、我が国の3R政策等のとりまとめとパネルにおける議論の状況把握を行い、我が国とし
ての対処方針の整理・検討を実施。
○アジアにおける低炭素・循環型社会事業化推進のための東アジア地域における３Ｒ関連事業基礎調査、川崎市-瀋
陽市都市間協力支援を踏まえた３Ｒ事業化促進のための基礎調査等を実施。
○東アジア域内の研究機関や国際機関等と連携して、資源循環に関する情報･データの整備を図るとともに、廃棄物も
含めた循環資源の国際的な流れ、各国のリサイクル制度等の政策の発展を踏まえた各国及び地域横断的な課題、政
策オプションの検討評価調査を実施

平成２１年度

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　アジアにおける循環型社会の構築を温暖化対策にも貢献しつつ実現するため、東アジアにおける低炭素・循環型社会
の形成に向けた政策手法の検討作業を加速する。また、世界をリードする我が国の知見・経験を最大限活用し、温暖化
対策としての効果も追求しつつアジア各国での３Ｒの戦略的･計画的実施を促進するとともに、資源循環に関する情報・
知見の整備、３Ｒの優良取組事例創出をアジア地域全体で総合的に取り組むべく、我が国として支援・検討を行う。

　Ｇ８首脳間で合意された３Ｒイニシアティブや、2008年のG8環境大臣会合で合意された「神戸３Ｒ行動計画」、日本とし
てアジア等における循環型社会構築に貢献していくための「新・ゴミゼロ国際化行動計画」等に基づき、各国政府や各主
体との協力、連携を進めること等により、アジアにおける低炭素・循環型社会の構築を図る。

廃棄物・リサイクル対策部

一般会計

アジア低炭素・循環型社会構築力強化プログラ
ム事業

0 100%

補
　
記

0 153

自
己
点
検

　一部改善

　(事業内容を重点化すること等により、可能な限り予算額を節減しつつ、引き続き効率的な事業実施に努めるべき。)

執行率 0

19年度

事業番号 １１１

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(環境省)

予算事業名 作成責任者
事業開始

年度

執行額 0

予算額(補正後） 153

　引き続き競争性のある契約を実施するとともに、事業の進捗状況を随時把握し、適切な指示を送り続ける事で作業の
生産性を高める。また、定例化している作業項目に無駄なものが含まれていないか、全ての一連の作業を体系的に整
理点検し、一部でも合理化・効率化できるものがあれば実施する。さらに、事業成果について、中央環境審議会、環境省
ＨＰ等の様々な機会やコンテンツで紹介、情報発信をしっかりと実施していく。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

1720 0

22年度 23年度要求

総事業費(執行ベース) 0

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室 循環型社会推進室

上位政策

室長　大森　恵子

廃棄物・リサイクル対策の推進

担当部局庁

平成２１年度

　請負業者については、提出された成果物により、事業が適正に執行されたか確認を行っている。また、請負業者から
再委託等により資金を受け取って業務の一部を分担している団体については、事前の見積書送付や、成果物において
適切に担当部分の業務が行われているかを確認することにより、状況把握を行っている。

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

関係する計
画、通知等

循環型社会形成推進基本法（平成十二年六月
二日法律第百十号）　第三十一条 ・・・『国際的
協調のための措置』

循環型社会形成推進基本計画第５章『国の取組』第３
節『海外との関係における資源循環』、３Ｒイニシア

ティブ

20年度 21年度

0 0 0

152

0 153

平成１９年度 平成２０年度



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

アジアにおける３Ｒ

の優良取組事例創

出のためのパイロッ

ト事業、３Ｒナレッジ

ハブ整備強化事業

アジア低炭素・循環

型社会事業化推進

基礎調査

環境省

152.6百万円

Ｉ．JFEテクノリサーチ(株)

20百万円

Ｊ．(株)エックス都市研究所

12百万円

Ｋ．(財)地球環境戦略研究機関

35百万円

Ｈ．アジア工科大学院

3百万円

Ｆ．(株)三菱総合研究所

34百万円

Ｅ．(株)コンベンションリンケージ

10百万円

Ｄ．(有)ビジョンブリッジ

2百万円

Ｂ．NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネット

1百万円

Ａ．(株)富士通総研

38百万円

Ｃ．(株)メディアンスフリー

0.6百万円

【一般競争入札／少額随契】

【総合評価入札】

【一般競争入札】

【一般競争入札】

【少額随契】

【総合評価入札】

【総合評価入札】

【総合評価入札／随意契約：企画競争】

Ｇ．国連環境計画アジア太

平洋地域資源センター

13百万円

Ｌ．ハノイ工科大学

2百万円

アジア３Ｒ推進フォーラム準備会合及び設立会合開催準備及び運営支援

／アジア３Ｒ推進フォーラム広報等

アジア３Ｒ推進市民フォーラム開催準備及び運営

我が国の３Ｒの取組や３Ｒイニシアティブの３Ｒ国際普及啓発・広報のため

の資料作成

我が国の廃棄物・リサイクル関連施策広報普及パネル（海外向け）作成

国連持続可能な廃棄物管理会議準備会合開催準備及び運営

「南東・東アジア環境と保健に関する地域

フォーラム」廃棄物作業部会を通じた、情報

共有・技術移転・研究推進、３Ｒナレッジハ

ブ（アジア太平洋地域の３Ｒ・廃棄物に関す

る情報拠点）整備強化

Ｍ．デラサール大学

2百万円

Ｎ．台湾大学

2百万円

「南東・東アジア環境と保健に

関する地域フォーラム」廃棄物

作業部会事務局

３Ｒナレッジハブのコンテンツ拡

充

ベトナムにおける資源循環政策

に関する情報共有・調査研究

（国際共同研究の一環として）

フィリピンにおける資源循環政策

に関する情報共有・調査研究（国

際共同研究の一環として）

３Ｒ・廃棄物対策の評価手法の

開発に関する知見の提供、研究

開発（国際共同研究の一環とし

て）

UNEP資源パネルにおける議論の推進支

援、知見の普及、研究交流への貢献／ア

ジア３Ｒ・廃棄物管理研究ネットワーク形

成を通じた研究推進支援、循環型社会政

策に資する各国課題研究・地域横断的政

策研究

東アジア地域における３Ｒ関連事業展開

の実現可能性の検討

川崎市－瀋陽市協力支援と日本の３Ｒ技

術・事業の評価・事業展開検討調査

【少額随契】

アジア各国の低炭

素・循環型社会構

築の計画的推進支

援

アジアにおける３Ｒ

の優良取組事例創

出のためのパイロッ

ト事業、３Ｒナレッジ

ハブ整備強化事業

アジア３Ｒ・資源循

環研究ネットワーク

形成事業、東アジア

低炭素・循環型社

会政策検討評価調

査

アジア低炭素・循環

型社会事業化推進

基礎調査



Ｄ．(有)ビジョンブリッジ Ｋ. (財)地球環境戦略研究機関

計

Ｌ. ハノイ工科大学

雑役務費

委託費 ハノイ工科大学

金　額
(百万円）

費　目

Ａ．(株)富士通総研 Ｈ．アジア工科大学院

使　途
金　額

(百万円）

3Rナレッジハブのコンテンツ拡充 3

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

雑役務費 アジア３Ｒ推進フォーラム開催・広報
費

38 雑役務費

計 38 計

Ｂ．ＮＰＯ法人持続可能な社会をつくる元気ネット Ｉ．JFEテクノリサーチ(株)

金　額
(百万円）

費　目

3

使　途
金　額

(百万円）

1

3R技術・事業検討調査費 20

費　目 使　途

雑役務費 アジア３Ｒ市民フォーラム開催準
備及び運営

1 雑役務費

金　額
(百万円）

費　目

計 20

使　途

雑役務費 3R関連事業検討調査費

金　額
(百万円）

12

計

費　目

Ｃ．(株)メディアンスフリー Ｊ．(株)エックス都市研究所

使　途

使　途
金　額

(百万円）

資源循環調査・研究推進費 29

計 12

2

台湾大学 2

2

計 2 委託費

委託費

10 費　目

デラサール大学

35

使　途 金　額
(百万円）

計Ｅ．(株)コンベンションリンケージ

費　目

雑役務費 国連持続可能な廃棄物管理会議準備
会合開催費

2

雑役務費 3R情報収集・調査研究費 18

計 10

Ｆ．(株)三菱総合研究所

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

フィリピンにおける資源循環政策
調査研究費

2雑役務費
13

2

委託費 アジア工科大学院

計 34 計

3

費　目 使　途

ベトナムにおける資源循環政策調
査研究費

2雑役務費

使　途
金　額

(百万円）

費　目 使　途

計

Ｍ. デラサール大学

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

拠出金 国連環境計画アジア太平洋地域資源
センター

Ｇ. 国連環境計画アジア太平洋地域資源センター Ｎ. 台湾大学

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

雑役務費
「南東・東アジア環境と保健に関する地域
フォーラム」廃棄物作業部会運営費

13
雑役務費

アジア地域における資源循環政策
の定量的評価手法研究開発費

2

計 13 計 2

雑役務費
廃棄物・リサイクル施策広報資料
作成費（海外向けパネル資料）

0.6

雑役務費
３Ｒイニシアティブ等広報資料作成
費（パンフレット）

2

0.6


